
(57)【要約】

【課題】　有機ＥＬ層等の発光層において、その発光を

均一にでき、さらに、寿命を向上させることのできる表

示装置を提供することにある。

【解決手段】　各画素の領域に発光層とこの発光層を駆

動させる回路が形成されている表示装置であって、

　前記発光層が形成されている第１絶縁基板と、前記回

路が形成されている第２絶縁基板とが、該発光層と回路

とが向き合って対向配置されて形成され、

　前記回路が形成されている第２絶縁基板には、該回路

が形成されている面側に該回路から引き出されかつ前記

発光層の上面を押圧する電極が突起層の上面に形成され

、

　該突起層は第２絶縁基板上において該突起層以外の他

の層よりも高く形成されている。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 各 画 素 の 領 域 に 発 光 層 と こ の 発 光 層 を 駆 動 さ せ る 回 路 が 形 成 さ れ て い る 表 示 装 置 で あ っ
て 、
　 前 記 発 光 層 が 形 成 さ れ て い る 第 １ 絶 縁 基 板 と 、 前 記 回 路 が 形 成 さ れ て い る 第 ２ 絶 縁 基 板
を 有 し 、 こ れ ら は 該 発 光 層 と 回 路 と が 向 き 合 っ て 対 向 配 置 さ れ て 形 成 さ れ 、
　 前 記 第 ２ 絶 縁 基 板 に は 、 前 記 発 光 層 と 対 向 し て 配 置 さ れ 該 第 ２ 絶 縁 基 板 上 に お い て 高 さ
が 最 も 高 く 形 成 さ れ た 突 起 層 と 、 こ の 突 起 層 の 上 面 に 前 記 回 路 か ら 引 き 出 さ れ か つ 前 記 発
光 層 に 当 接 さ れ る 電 極 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 各 画 素 の 領 域 に 発 光 層 と こ の 発 光 層 を 駆 動 さ せ る 回 路 が 形 成 さ れ て い る 表 示 装 置 で あ っ
て 、
　 前 記 発 光 層 が 形 成 さ れ て い る 第 １ 絶 縁 基 板 と 、 前 記 回 路 が 形 成 さ れ て い る 第 ２ 絶 縁 基 板
と を 有 し 、 こ れ ら は 該 発 光 層 と 回 路 と が 向 き 合 っ て 対 向 配 置 さ れ て 形 成 さ れ 、
　 前 記 回 路 が 形 成 さ れ て い る 第 ２ 絶 縁 基 板 に は 、 該 回 路 が 形 成 さ れ て い る 面 側 に 突 起 層 が
形 成 さ れ 、 該 突 起 層 の 上 面 に 前 記 回 路 か ら 配 線 が 引 き 回 さ れ た 電 極 が 形 成 さ れ 、
　 前 記 第 １ 絶 縁 基 板 と 第 ２ 絶 縁 基 板 と は 、 前 記 突 起 層 の 上 面 の 電 極 と 前 記 第 ２ 絶 縁 基 板 の
発 光 層 と が 接 触 す る 間 隔 で 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 第 １ 絶 縁 基 板 側 の 発 光 層 は 透 光 性 の 電 極 の 上 面 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ 、 ２ の い ず れ か に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 透 光 性 の 電 極 は 各 画 素 領 域 に お い て 共 通 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 、 ２ の い ず れ か に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 第 １ 絶 縁 基 板 側 の 発 光 層 は 透 光 性 の 電 極 の 上 面 に 形 成 さ れ 、 該 発 光 層 の 上 面 に は 第 ２ 絶
縁 基 板 側 の 前 記 電 極 と 当 接 さ れ る 別 個 の 電 極 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
、 ２ の い ず れ か に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 別 個 の 電 極 は 、 第 ２ 絶 縁 基 板 側 の 回 路 と 対 向 す る 部 分 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ４ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 第 １ 絶 縁 基 板 と 第 ２ 絶 縁 基 板 は 、 第 １ 絶 縁 基 板 側 の 前 記 発 光 層 あ る い は 前 記 別 個 の 電 極
と 第 ２ 絶 縁 基 板 側 の 前 記 電 極 と の 当 接 が 図 ら れ る と と も に 、 シ ー ル 材 に よ っ て 一 体 化 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ６ の う ち い ず れ か に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 第 ２ 絶 縁 基 板 を 内 包 し て 第 １ 絶 縁 基 板 に 固 着 さ れ る 封 止 基 板 を 備 え 、 こ の 封 止 基 板 の 第
２ 絶 縁 基 板 と 対 向 す る 内 面 に 乾 燥 剤 を 固 着 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ６ の う
ち い ず れ か に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 表 示 装 置 に 係 り 、 た と え ば 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 た と え ば 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 は 、 そ の 各 画 素 に お い て 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 備 え 、 そ の 下 層 お よ
び 上 層 に 設 け た 各 電 極 を 通 し て 流 す 電 流 に よ っ て 該 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 発 光 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 い わ ゆ る ア ク テ ィ ブ ・ マ ト リ ッ ク ス 型 と 称 さ れ る も の は 、 マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 置
さ れ た 各 画 素 の う ち 、 行 方 向 に 配 列 さ れ る 各 画 素 の 画 素 群 を 順 次 選 択 し な が ら 、 そ の 選 択
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の タ イ ミ ン グ に 合 わ せ て 、 該 各 画 素 に 映 像 信 号 を 供 給 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ し て 、 こ の よ う な 構 成 に お い て 、 一 方 の 基 板 上 に 複 数 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 二 次 元 的 に 形
成 し 、 ま た 、 他 方 の 基 板 上 に そ れ ぞ れ の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に 対 応 し 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 含 む 回
路 を 形 成 し 、 こ れ ら ２ つ の 基 板 を 、 該 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 一 方 の 電 極 と こ れ に 対 応 し た 前 記 回
路 の 電 極 と を 接 触 さ せ て 、 互 い に 張 り 合 わ せ た も の が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 場 合 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 一 方 の 電 極 と こ れ に 対 応 し た 前 記 回 路 の 電 極 と を 接 触 に お い
て 、 そ の 接 触 を 信 頼 性 よ く 行 う た め 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 が 形 成 さ れ た 側 の 基 板 に お い て 該 有 機
Ｅ Ｌ 素 子 の 下 層 に 突 起 層 を 設 け た も の が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 該 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 上 面 に 形 成 す る 電 極 の 表 面 に お い て 該 突 起 層 の 突 起 が 顕 在 す る よ う に
な り 、 こ の 突 起 部 に て 前 記 回 路 の 電 極 と の 当 接 が 確 実 に な さ れ る こ と を 図 っ た も の で あ る
（ 下 記 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ５ ６ ６ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し 、 上 述 し た 構 成 か ら な る 表 示 装 置 は 、 有 機 Ｅ Ｌ 層 の 下 層 に 突 起 層 を 設 け 、 該 有 機
Ｅ Ｌ 層 は 該 突 起 層 を 充 分 に 被 っ て 形 成 さ れ た も の と な っ て い る こ と か ら 、 該 有 機 Ｅ Ｌ 層 に
該 突 起 層 に よ る 段 差 部 が 形 成 さ れ る こ と を 免 れ ず 、 該 段 差 部 に お い て 有 機 Ｅ Ｌ 層 の 膜 厚 が
薄 く な り 、 こ れ に よ っ て 、 該 有 機 Ｅ Ｌ 層 の 発 光 が 均 一 に で き な く な る と い う 不 都 合 が 生 じ
る と と も に 、 該 有 機 Ｅ Ｌ 層 の 寿 命 の 向 上 を 妨 げ る と い う 憂 い を 生 じ さ せ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 事 情 に 基 づ い て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 い わ ゆ る 開 口
効 率 の 向 上 を 図 っ た 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 発 光 層 に お い て 、 そ の 発 光 を 均 一 に で き 、 さ ら に 、 寿 命 を
向 上 さ せ る こ と の で き る 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 願 に お い て 開 示 さ れ る 発 明 の う ち 、 代 表 的 な も の の 概 要 を 簡 単 に 説 明 す れ ば 、 以 下 の
と お り で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 （ １ ） 本 発 明 に よ る 表 示 装 置 は 、 た と え ば 、 各 画 素 の 領 域 に 発 光 層 と こ の 発 光 層 を 駆 動
さ せ る 回 路 が 形 成 さ れ て い る 表 示 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 発 光 層 が 形 成 さ れ て い る 第 １ 絶 縁 基 板 と 、 前 記 回 路 が 形 成 さ れ て い る 第 ２ 絶 縁 基 板
を 有 し 、 こ れ ら は 該 発 光 層 と 回 路 と が 向 き 合 っ て 対 向 配 置 さ れ て 形 成 さ れ 、
　 前 記 第 ２ 絶 縁 基 板 に は 、 前 記 発 光 層 と 対 向 し て 配 置 さ れ 該 第 ２ 絶 縁 基 板 上 に お い て 高 さ
が 最 も 高 く 形 成 さ れ た 突 起 層 と 、 こ の 突 起 層 の 上 面 に 前 記 回 路 か ら 引 き 出 さ れ か つ 前 記 発
光 層 に 当 接 さ れ る 電 極 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 （ ２ ） 本 発 明 に よ る 表 示 装 置 は 、 た と え ば 、 各 画 素 の 領 域 に 発 光 層 と こ の 発 光 層 を 駆 動
さ せ る 回 路 が 形 成 さ れ て い る 表 示 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 発 光 層 が 形 成 さ れ て い る 第 １ 絶 縁 基 板 と 、 前 記 回 路 が 形 成 さ れ て い る 第 ２ 絶 縁 基 板
と を 有 し 、 こ れ ら は 該 発 光 層 と 回 路 と が 向 き 合 っ て 対 向 配 置 さ れ て 形 成 さ れ 、
前 記 回 路 が 形 成 さ れ て い る 第 ２ 絶 縁 基 板 に は 、 該 回 路 が 形 成 さ れ て い る 面 側 に 突 起 層 が 形
成 さ れ 、 該 突 起 層 の 上 面 に 前 記 回 路 か ら 配 線 が 引 き 回 さ れ た 電 極 が 形 成 さ れ 、
前 記 第 １ 絶 縁 基 板 と 第 ２ 絶 縁 基 板 と は 、 前 記 突 起 層 の 上 面 の 電 極 と 前 記 第 ２ 絶 縁 基 板 の 発
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光 層 と が 接 触 す る 間 隔 で 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 （ ３ ） 本 発 明 に よ る 表 示 装 置 は 、 た と え ば 、 （ １ ） 、 （ ２ ） の い ず れ か の 構 成 を 前 提 と
し 、 第 １ 絶 縁 基 板 側 の 発 光 層 は 透 光 性 の 電 極 の 上 面 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 （ ４ ） 本 発 明 に よ る 表 示 装 置 は 、 た と え ば 、 （ １ ） 、 （ ２ ） の い ず れ か の 構 成 を 前 提 と
し 、 前 記 透 光 性 の 電 極 は 各 画 素 領 域 に お い て 共 通 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 （ ５ ） 本 発 明 に よ る 表 示 装 置 は 、 た と え ば 、 （ １ ） 、 （ ２ ） の い ず れ か の 構 成 を 前 提 と
し 、 第 １ 絶 縁 基 板 側 の 発 光 層 は 透 光 性 の 電 極 の 上 面 に 形 成 さ れ 、 該 発 光 層 の 上 面 に は 第 ２
絶 縁 基 板 側 の 前 記 電 極 と 当 接 さ れ る 別 個 の 電 極 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 （ ６ ） 本 発 明 に よ る 表 示 装 置 は 、 た と え ば 、 （ ４ ） の 構 成 を 前 提 と し 、 前 記 別 個 の 電 極
は 、 第 ２ 絶 縁 基 板 側 の 回 路 と 対 向 す る 部 分 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 （ ７ ） 本 発 明 に よ る 表 示 装 置 は 、 た と え ば 、 （ １ ） な い し （ ６ ） の う ち い ず れ か の 構 成
を 前 提 と し 、 第 １ 絶 縁 基 板 と 第 ２ 絶 縁 基 板 は 、 第 １ 絶 縁 基 板 側 の 前 記 発 光 層 あ る い は 前 記
別 個 の 電 極 と 第 ２ 絶 縁 基 板 側 の 前 記 電 極 と の 当 接 が 図 ら れ る と と も に 、 シ ー ル 材 に よ っ て
一 体 化 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 （ ８ ） 本 発 明 に よ る 表 示 装 置 は 、 た と え ば 、 （ １ ） な い し （ ６ ） の う ち い ず れ か の 構 成
を 前 提 と し 、 第 ２ 絶 縁 基 板 を 内 包 し て 第 １ 絶 縁 基 板 に 固 着 さ れ る 封 止 基 板 を 備 え 、 こ の 封
止 基 板 の 第 ２ 絶 縁 基 板 と 対 向 す る 内 面 に 乾 燥 剤 を 固 着 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 本 発 明 は 以 上 の 構 成 に 限 定 さ れ ず 、 本 発 明 の 技 術 思 想 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 種 々 の
変 更 が 可 能 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う な 構 成 か ら な る 表 示 装 置 に よ れ ば 、 い わ ゆ る 開 口 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る
。 ま た 、 発 光 層 に お い て 、 そ の 発 光 を 均 一 に で き 、 さ ら に 、 寿 命 を 向 上 さ せ る こ と が で き
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 下 、 図 面 を 用 い て 、 本 発 明 に よ る 表 示 装 置 を た と え ば 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 を 例 と し て 説
明 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 一 画 素 部 Ｐ Ｉ Ｘ に お け る 構 成 の 一 実 施 例 を 示
し た 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ に 示 す 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 は 、 図 中 点 線 Ａ － Ａ を 境 に し 、 そ の 上 側 の 積 層 体 Ｕ Ｐ と 下 側 の
積 層 体 Ｄ Ｐ を 別 個 に 製 造 し 、 そ の 後 、 こ れ ら 各 積 層 体 Ｕ Ｐ 、 Ｄ Ｐ を 張 り 合 わ せ て 構 成 さ れ
る も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 側 の 積 層 体 Ｕ Ｐ は 回 路 部 を 構 成 す る そ れ で あ り 、 下 側 の 積 層 体 Ｄ Ｐ は 発 光 部 を 構 成 す
る そ れ と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま ず 、 上 側 の 積 層 体 Ｕ Ｐ は 、 そ の 最 上 層 に 相 当 す る 部 分 が 絶 縁 基 板 （ 第 ２ 絶 縁 基 板 ） Ｓ
Ｕ Ｂ ２ と な っ て お り 、 そ の 材 料 と し て た と え ば ガ ラ ス 、 フ ィ ル ム 、 あ る い は 光 を 透 過 さ せ
る こ と の な い ウ ェ ー ハ 状 の シ リ コ ン 等 が 選 定 さ れ る 。 こ の 絶 縁 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ ２ の 上 面 に は 画
素 の 駆 動 に 必 要 と さ れ る 回 路 Ｃ Ｃ お よ び こ の 回 路 に 信 号 を 供 給 す る た め の 信 号 線 （ 図 示 せ
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ず ） 等 が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 そ し て 、 該 回 路 Ｃ Ｃ と 近 接 し た 画 素 領 域 内 に は 突 起 層 Ｐ Ｌ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 突 起
層 Ｐ Ｌ の 材 料 と し て は た と え ば 有 機 材 料 が 選 定 さ れ 、 さ ら に 具 体 的 に は ポ リ イ ミ ド 等 が 用
い ら れ る 。 後 に 説 明 す る よ う に 該 突 起 層 Ｐ Ｌ は 弾 性 材 と し て 機 能 さ せ る こ と が 好 都 合 だ か
ら で あ る 。 こ の 突 起 層 Ｐ Ｌ は 、 図 １ で は 回 路 Ｃ Ｃ の 形 成 さ れ て い な い 面 に 形 成 さ れ て い る
が 、 該 回 路 Ｃ Ｃ の 一 部 を あ る い は 全 部 を 被 っ て 形 成 す る よ う に し て も よ い こ と は い う ま で
も な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 突 起 層 Ｐ Ｌ は 第 ２ 絶 縁 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ ２ 上 に お い て 該 突 起 層 Ｐ Ｌ 以 外 の 他 の 層 、 た と え
ば 回 路 Ｃ Ｃ を 構 成 す る 層 よ り も 高 く 形 成 さ れ て い る 。 こ の た め 、 第 ２ 絶 縁 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ ２ の
面 に お い て 、 該 突 起 層 Ｐ Ｌ は 最 も 高 さ が 高 い 状 態 で 形 成 さ れ た も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の 突 起 層 Ｐ Ｌ の 上 面 に は 電 極 Ｔ Ｍ １ が 形 成 さ れ 、 こ の 電 極 Ｔ Ｍ １ は 該 突 起 層 Ｐ Ｌ の 形
成 さ れ て い な い 面 に ま で 延 在 さ れ て 前 記 回 路 Ｃ Ｃ に 接 続 さ れ て い る 。 換 言 す れ ば 、 前 記 回
路 Ｃ Ｃ か ら 配 線 層 Ｄ Ｌ を 介 し て 信 号 が 引 き 出 さ れ る よ う に な っ て お り 、 該 配 線 層 Ｄ Ｌ が 該
突 起 層 Ｐ Ｌ の 頂 部 に ま で 延 在 さ れ て 前 記 電 極 Ｔ Ｍ １ を 構 成 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 下 側 の 積 層 体 Ｄ Ｐ は 、 そ の 最 下 層 に お い て 絶 縁 基 板 （ 第 １ 絶 縁 基 板 ） Ｓ Ｕ Ｂ １ を 有 し 、
そ の 材 料 と し て は た と え ば ガ ラ ス あ る い は フ ィ ル ム 等 が 選 定 さ れ る 。 こ の 絶 縁 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ
１ の 上 面 に は た と え ば Ｉ Ｔ Ｏ （ Indium Tin Oxide） 等 か ら な る 透 光 性 の 導 電 層 が 形 成 さ れ
て い る 。 こ の 導 電 層 は 隣 接 す る 他 の 画 素 領 域 に も 及 ん で 形 成 さ れ 、 各 画 素 に お い て 共 通 の
電 極 Ｔ Ｍ ２ と し て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 こ の 導 電 層 の 上 面 の 画 素 領 域 に は 発 光 層 Ｒ Ｌ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 発 光 層 Ｒ Ｌ
は た と え ば 有 機 Ｅ Ｌ 層 か ら 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の 有 機 Ｅ Ｌ 層 は そ の 両 面 に 電 荷 移 送
層 お よ び 電 子 移 送 層 等 が 形 成 さ れ る 場 合 も あ る が 、 こ の 場 合 に あ っ て も 、 こ の 明 細 書 に あ
っ て 、 こ れ ら の 積 層 体 を 発 光 層 と 称 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 そ し て 、 こ の 発 光 層 Ｒ Ｌ の 上 面 に は 電 極 Ｔ Ｍ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 前 記 発 光 層 Ｒ Ｌ は た
と え ば 画 素 領 域 の 全 域 あ る い は ほ ぼ 全 域 に 近 い 部 分 に 形 成 さ れ 、 そ の 上 面 に 形 成 さ れ る 電
極 Ｔ Ｍ ３ も 隣 接 す る 画 素 領 域 の 対 応 す る 電 極 と 電 気 的 に 接 続 し な い 限 り に お い て 広 い 面 積
で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ れ に よ り 、 該 発 光 層 Ｒ Ｌ お よ び 電 極 Ｔ Ｍ ３ の い ず れ に お い て も 、 第 ２ 絶 縁 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ
２ 面 の 回 路 Ｃ Ｃ と 対 向 で き る よ う に 配 置 さ れ 、 い わ ゆ る 画 素 の 開 効 率 の 向 上 が 図 れ る こ と
に な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の よ う に 形 成 さ れ た 上 側 の 積 層 体 Ｕ Ｐ と 下 側 の 積 層 体 Ｄ Ｐ は 、 該 上 側 の 積 層 体 Ｕ Ｐ の
電 極 Ｔ Ｍ １ と 下 側 の 積 層 体 Ｄ Ｐ の 電 極 Ｔ Ｍ ３ と が 互 い に 当 接 す る よ う に 張 り 合 わ さ れ た 後
に 、 一 体 と し て 構 成 さ れ て い る 。 上 側 の 積 層 体 Ｕ Ｐ と 下 側 の 積 層 体 Ｄ Ｐ の 張 り 合 わ せ は た
と え ば 画 素 の 集 合 か ら な る 表 示 部 を 囲 む よ う に し て 配 置 さ れ る シ ー ル 材 Ｓ Ｌ （ 図 ５ 参 照 ）
に よ っ て な さ れ 、 減 圧 下 の も と で 互 い に 張 り 合 わ さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の 場 合 、 電 極 Ｔ Ｍ １ と 電 極 Ｔ Ｍ ３ と の 接 触 は 、 充 分 な 押 圧 に よ っ て な さ れ 、 か つ 、 前
記 電 極 Ｔ Ｍ １ の 下 層 に は 弾 性 を 有 す る 突 起 層 Ｐ Ｌ が 配 置 さ れ て い る こ と か ら 、 信 頼 性 あ る
押 圧 が 保 持 さ れ る よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 そ し て 、 こ の よ う に 構 成 さ れ る 表 示 素 子 は 、 発 光 層 Ｒ Ｌ が た と え ば 電 極 Ｔ Ｍ ３ 側 か ら 電
極 Ｔ Ｍ ２ へ 流 れ る こ と に よ っ て 発 光 さ れ 、 そ の 光 は 透 光 性 の 電 極 Ｔ Ｍ ２ お よ び 第 １ 絶 縁 基
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板 Ｓ Ｕ Ｂ １ を 介 し て 照 射 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 な お 、 上 述 し た 構 成 に お い て 、 突 起 層 Ｐ Ｌ は 回 路 Ｃ Ｃ 等 が 形 成 さ れ た 第 ２ 絶 縁 基 板 Ｓ Ｕ
Ｂ ２ 側 に 形 成 し た も の で あ り 、 発 光 層 Ｒ Ｌ が 形 成 さ れ た 第 １ 絶 縁 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ １ 側 で は な い
も の と な っ て い る 。 こ れ に よ り 、 発 光 層 Ｒ Ｌ は 平 坦 化 さ れ た 面 に 形 成 さ れ 、 該 発 光 層 Ｒ Ｌ
か ら の 発 光 は 該 発 光 層 Ｒ Ｌ の 形 成 面 の 全 域 に わ た っ て 均 一 な も の と で き る 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 仮 に 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 発 光 層 Ｒ Ｌ が 形 成 さ れ た 第 １ 絶 縁 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ １ 側 に 形 成 す る
と す れ ば 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 突 起 層 Ｐ Ｌ 、 電 極 Ｔ Ｍ ２ 、 発 光 層 Ｒ Ｌ 、 電 極 Ｔ Ｍ ３ の 順 に
積 層 さ せ る 必 要 が 生 じ 、 該 発 光 層 Ｒ Ｌ は 突 起 層 Ｐ Ｌ の 段 差 部 に お い て 、 そ の 層 厚 が ｗ （ 電
極 Ｔ Ｍ ３ と 電 極 Ｔ Ｍ ２ と の 間 に 挟 持 さ れ た 膜 厚 ） と な っ て し ま う こ と を 免 れ ず 、 他 の 部 分
の 膜 厚 で あ る Ｗ よ り も 大 幅 に 薄 く な っ て し ま い 、 発 光 の 均 一 化 が 図 れ な く な る と い う 不 都
合 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ３ （ ａ ） な い し （ ｃ ） は 、 上 述 し た 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の う ち 、 回 路 部 を 構 成 す る 積 層
体 Ｕ Ｐ の 製 造 方 法 の 一 実 施 例 を 示 す 工 程 図 で あ る 。 以 下 工 程 順 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 工 程 １ ．
　 ま ず 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 絶 縁 基 板 （ 第 ２ 絶 縁 基 板 ） Ｓ Ｕ Ｂ ２ を 用 意 し 、 こ の 絶
縁 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ ２ の 主 表 面 に 回 路 Ｃ Ｃ を 形 成 す る 。 こ の 回 路 Ｃ Ｃ は 、 パ タ ー ン 化 さ れ た 導 電
層 、 絶 縁 層 、 お よ び 半 導 体 層 等 の 積 層 体 で 形 成 さ れ 、 い わ ゆ る フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ 技 術 に
よ る 選 択 エ ッ チ ン グ 方 法 等 で 形 成 さ れ る 。 ま た 、 こ の 回 路 Ｃ Ｃ は 各 画 素 領 域 に お い て 当 該
画 素 を 駆 動 す る た め の 回 路 Ｃ Ｃ と 、 隣 接 す る 画 素 領 域 と の 間 の 領 域 に お い て 該 回 路 Ｃ Ｃ に
信 号 を 供 給 す る た め の 信 号 線 （ 図 示 せ ず ） と か ら な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 工 程 ２ ．
　 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 各 画 素 領 域 内 の 一 部 に 突 起 層 Ｐ Ｌ を 形 成 す る 。 こ の 突 起 層 Ｐ
Ｌ は た と え ば 樹 脂 層 か ら な り 、 そ れ 自 体 弾 性 を 有 す る も の が 適 当 な も の と し て 選 定 さ れ る
。 ま た 、 こ の 突 起 層 Ｐ Ｌ は 、 そ の 高 さ が 前 記 回 路 Ｃ Ｃ 等 の そ れ よ り も 高 く 形 成 し 、 こ の 結
果 、 画 素 領 域 内 に お い て 最 も 突 出 し た 層 と し て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 工 程 ３ ．
　 図 ３ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 前 記 突 起 層 Ｐ Ｌ の 上 面 に 電 極 Ｔ Ｍ １ を 形 成 す る 。 こ の 電 極 Ｔ
Ｍ １ は 該 突 起 層 Ｐ Ｌ の 形 成 領 域 の 外 側 に ま で 延 在 さ れ て 形 成 さ れ 、 前 記 回 路 Ｃ Ｃ の 一 部 に
接 続 さ れ て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ４ （ ａ ） な い し （ ｃ ） は 、 上 述 し た 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の う ち 、 発 光 部 を 構 成 す る 積 層
体 Ｄ Ｐ の 製 造 方 法 の 一 実 施 例 を 示 す 工 程 図 で あ る 。 以 下 工 程 順 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 工 程 １ ．
　 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 絶 縁 基 板 （ 第 １ 絶 縁 基 板 ） Ｓ Ｕ Ｂ １ を 用 意 す る 。 こ の 絶 縁 基
板 Ｓ Ｕ Ｂ １ は た と え ば ガ ラ ス あ る い は フ ィ ル ム が 選 定 さ れ る 。 そ し て 、 こ の 絶 縁 基 板 Ｓ Ｕ
Ｂ １ の 一 方 の 面 の 全 域 に た と え ば Ｉ Ｔ Ｏ （ Indium Tin Oxide） か ら な る 透 光 性 の 導 電 層 を
形 成 す る 。 こ の 導 電 層 は 後 述 の 発 光 層 に 電 流 を 流 す た め の 他 方 の 電 極 Ｔ Ｍ ２ と し て 機 能 す
る 。 そ し て 、 こ の 他 方 の 電 極 Ｔ Ｍ ２ は 各 画 素 領 域 に お い て 共 通 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 工 程 ２ ．
　 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 各 画 素 領 域 に 発 光 層 Ｒ Ｌ を 形 成 す る 。 こ の 場 合 、 発 光 層 Ｒ Ｌ
は 画 素 領 域 の 全 域 に 至 っ て 形 成 で き 、 こ れ に よ り 該 発 光 層 Ｒ Ｌ の 面 積 を 最 大 限 の 大 き さ と
す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 互 い に 隣 接 す る ３ つ の 画 素 領 域 に そ れ ぞ れ 赤 色 、 緑 色 、 お よ び 青 色 の 各 発 光 層 Ｒ
Ｌ を 形 成 し 、 こ れ ら を カ ラ ー 表 示 の 単 位 画 素 領 域 と す る 。 隣 接 す る 各 発 光 層 Ｒ Ｌ は そ の 周
辺 に お い て 隣 接 し て 配 置 さ れ る 発 光 層 Ｒ Ｌ と 重 ね 合 わ さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 工 程 ３ ．
　 図 ４ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 各 画 素 の 発 光 層 Ｒ Ｌ の 上 面 に 電 極 Ｔ Ｍ ３ を 形 成 す る 。 こ の 電
極 Ｔ Ｍ ３ は た と え ば Ａ ｌ を 材 料 と す る も の で 、 マ ス ク 蒸 着 に よ っ て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ の 電 極 Ｔ Ｍ ３ に あ っ て も 、 そ の 面 積 を 大 き く す る こ と に よ り 、 そ れ に 応 じ て 画 素 の 開
効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 電 極 Ｔ Ｍ ３ は 該 発 光 層 Ｒ Ｌ に 電 流 を 流 す た め の 一 方
の 電 極 と し て 構 成 さ れ 、 画 素 ご と に 物 理 的 お よ び 電 気 的 に 分 離 さ れ て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ の 場 合 、 こ の 電 極 Ｔ Ｍ ３ を 形 成 し た 段 階 で 、 各 画 素 の 発 光 層 Ｒ Ｌ に 対 す る 双 方 の 電 極
Ｔ Ｍ ２ 、 Ｔ Ｍ ３ の 接 続 具 合 を チ ェ ッ ク す る こ と が 可 能 と な る 。 す な わ ち 、 他 方 の 電 極 Ｔ Ｍ
２ に プ ロ ー ブ の 一 端 子 を あ て が い 、 各 一 方 の 電 極 Ｔ Ｍ ３ に 該 プ ロ ー ブ の 他 端 子 を あ て が っ
て 電 流 を 流 す こ と に よ っ て 、 発 光 層 Ｒ Ｌ の 発 光 状 態 を 検 出 す る こ と が で き る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 な お 、 こ の よ う な 検 査 を 必 要 と し な い 場 合 に は 、 該 他 方 の 電 極 Ｔ Ｍ ３ を 形 成 し な い よ う
に す る こ と も で き る 。 該 他 方 の 電 極 Ｔ Ｍ ３ に 代 わ っ て 、 回 路 部 側 の 電 極 Ｔ Ｍ １ が 同 様 の 機
能 を 果 た す か ら で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ５ （ ａ ） は 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 全 体 を 示 す 平 面 図 で あ る 。 ま た 、 図 ５ （ ｂ ） は 図 ５
（ ａ ） の ｂ － ｂ 線 に お け る 断 面 図 で あ る 。
第 １ 絶 縁 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ １ は そ の 周 辺 に お い て 第 ２ 絶 縁 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ ２ よ り も 外 方 に 延 在 し て 形
成 さ れ 、 こ の 延 在 部 に お い て 、 封 止 基 板 Ｓ Ｂ が 該 第 ２ 絶 縁 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ ２ を 内 包 す る よ う に
し て 第 １ 絶 縁 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ １ に 固 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ の た め 、 第 １ 絶 縁 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ １ と 封 止 基 板 Ｓ Ｂ と の 間 は 密 閉 さ れ た 空 間 を 有 す る よ う
に な っ て い る 。 そ し て 、 該 封 止 基 板 Ｓ Ｂ の 第 ２ 絶 縁 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ ２ と 対 向 す る 部 分 に は 乾 燥
材 Ｄ Ｃ が 被 着 さ れ 、 該 空 間 は 防 湿 空 間 を 構 成 す る よ う に な っ て い る 。 発 光 層 Ｒ Ｌ は 湿 気 に
対 し 特 性 劣 化 が 生 じ る た め 、 そ の 対 策 が 施 さ れ た も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の 場 合 、 発 光 層 Ｒ Ｌ か ら の 光 は 第 １ 絶 縁 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ １ を 通 し て 照 射 さ れ る た め 、 該 乾
燥 材 Ｄ Ｃ が そ の 通 過 の 妨 げ に な る こ と は な い 。 こ の た め 、 該 乾 燥 材 Ｄ Ｃ は そ の 面 積 を 大 幅
に 大 き く し て 形 成 す る こ と が で き 、 そ の 防 湿 効 果 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 上 述 し た 各 実 施 例 は そ れ ぞ れ 単 独 に 、 あ る い は 組 み 合 わ せ て 用 い て も 良 い 。 そ れ ぞ れ の
実 施 例 で の 効 果 を 単 独 で あ る い は 相 乗 し て 奏 す る こ と が で き る か ら で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 表 示 装 置 の 画 素 領 域 に お け る 断 面 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 突 起 層 を 第 １ 絶 縁 基 板 側 に 形 成 し た 場 合 の 不 都 合 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る 表 示 装 置 の 回 路 部 が 形 成 さ れ る 側 の 積 層 体 の 製 造 方 法 の 一 実 施 例 を
示 す 工 程 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る 表 示 装 置 の 発 光 部 が 形 成 さ れ る 側 の 積 層 体 の 製 造 方 法 の 一 実 施 例 を
示 す 工 程 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に よ る 表 示 装 置 の 全 体 の 構 成 を 示 す 平 面 図 、 お よ び 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
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　 Ｕ Ｐ … 回 路 部 が 形 成 さ れ る 側 の 積 層 体 、 Ｄ Ｐ … 発 光 部 が 形 成 さ れ る 側 の 積 層 体 、 Ｓ Ｕ Ｂ
１ … 第 １ 絶 縁 基 板 、 Ｓ Ｕ Ｂ ２ … 第 ２ 絶 縁 基 板 、 Ｐ Ｉ Ｘ … 一 画 素 領 域 、 Ｃ Ｃ … 回 路 、 Ｐ Ｌ …
突 起 層 、 Ｔ Ｍ １ ， Ｔ Ｍ ２ ， Ｔ Ｍ ３ … 電 極 、 Ｄ Ｌ … 配 線 層 、 Ｒ Ｌ … 発 光 層

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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(9) JP 2006-128199 A 2006.5.18



专利名称(译) 表示装置

公开(公告)号 JP2006128199A 公开(公告)日 2006-05-18

申请号 JP2004311123 申请日 2004-10-26

[标]申请(专利权)人(译) 株式会社日立制作所

申请(专利权)人(译) 日立显示器有限公司

[标]发明人 甲斐和彦
奥中正昭

发明人 甲斐 和彦
奥中 正昭

IPC分类号 H01L51/50 H05B33/04

FI分类号 H05B33/14.A H05B33/04

F-TERM分类号 3K007/AB03 3K007/AB11 3K007/AB17 3K007/BB01 3K007/BB05 3K007/BB07 3K007/CC05 3K007
/DB03 3K007/FA02 3K107/AA01 3K107/BB01 3K107/CC21 3K107/CC33 3K107/CC36 3K107/DD02 
3K107/EE05 3K107/EE42 3K107/EE53 3K107/EE55

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：提供一种显示装置，该显示装置能够在诸如有机EL层的发
光层中均匀地发光并且进一步提高寿命。 在每个像素的区域中形成有发
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极， 突出层形成为高于第二绝缘基板上的除了突出层以外的其他层。 
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